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ゆったりんどうの作業風景

ゆったりんどう利用中のKさんの愛犬

はなちゃん（８歳）

特集



昨年の４月にゆったりんどうが開所して１年以上が経ちました。
通所しているメンバーも徐々に増えて、今年の 7月には定員が１４人に増えました。
毎日賑やかに作業に取り組んでいます。
開所した当初から変わらず、体調や生活リズム、目標などに合わせて、ゆったりと自分らしく働
ける場所として、皆さんに利用していただいています。

ゆったりんどう　1日の流れ
9 時　　　　 開所
9時 45分　　 作業開始
（ラジオ体操をしてから作業を始めます）

10時 30分
　～ 10時 45分 休憩
11時 45分　 作業終了
11時 45分
　～ 13時 00分 お昼休み
13時 00分　 午後の作業開始
13時 30分
　～ 13時 45分 休憩
14時 15分　 作業終了

午前、午後の送迎に加えて、今年からお
昼の送迎を始めました。午前の作業終了後
に希望者を送迎しています。

ゆったりんどうの主な作業内容
・靴下の検品
・チラシ折り、封入作業
・自動販売機の管理
・アメニティのセット
・ゆったりカフェの運営
・その他軽作業

毎日１４人くらいの人数で作業をしてい
ます。作業以外にも、月に１度のペースで
外出を企画したり、作業に余裕がある時は
面談の時間を作ってお話を伺っています。

ゆったりんどうでは、障がいがある方々の体調、生活リズム、目標に合わせて自分らしく働け
るようにサポート致します。「仕事はしたいけど体調に波があるから毎日は働けない」「自分がで
きる範囲のペースでゆっくり仕事がしたい」といった思いを持っている方、お待ちしています。
施設から５キロ圏内であれば送迎も行っています。
昼食に美味しいお弁当を２００円で注文できます。
気軽に見学、体験等ご相談ください。（連絡先：295-3077）

ゆったりんどうの作業風景
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靴下の検品作業の様子

①裏返っている靴下の余分な糸を切る
作業です。

②裏返った靴下を特殊な機械を使用し
て表に返す作業です。

③縫い目や穴にミスが無いかチェック
した後に綺麗に畳み、１０足を１束
にして納品します。

カフェ作業の様子
毎週木曜日の
お昼時間に、ワー
クスの 1 階で営
業しています。

アメニティのセット作業の様子
タオルの余分な
糸を切った後に綺
麗に畳んで袋に入
れます。その後、
シャンプー等と一
緒に手提げ袋に入
れてセットします。
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調理員
Sさん 調理員

I さん

フレッシュとくま（宿泊型自立訓練）では、2名の調理員が交替で、毎日、夕食を作っています。
塩分を控えたり、野菜をたくさん使ったりと健康面にも気をつけて調理しています。

バランスよく、おいしい！

宿泊型自立訓練　フレッシュとくまの夕食

・おいしい！
・味噌汁のバリエーションが豊富でいい！
・飾り付け（盛り付け）がおしゃれ
・自分で作れないからありがたい。
・お腹いっぱいになって、おいしい♪
・おいしすぎて、退所後が心配です…。
【餃子や酢豚、天ぷらなど皆お気に入りのメニューはありますが、

一番多かった声は「全部おいしい！」でした。】

～利用者さんからの感想～

・カレーライス
・サラダ
・ヨーグルト

・鶏のトマト煮
・サラダ
・サイダーゼリー

・ハンバーグ付け
合わせ野菜
・コーンポタージュ

・焼き魚
・冷奴
・トマトときゅう
りのもずく和え

…ある日の夕食…

皆が元気になるように、安全
に添加物の少ないもの、また野
菜をたくさん使っています。食
べて良かったと思えるように
作っています。利用者から和食
がおいしいと言われます。また
料理の中で煮物が好きなので、
筑前煮がおすすめです。

食事をすることは生命を維持
する源です。目（美味しそう）
×口（おいし～い）＝美味しい
の 2乗で皆さんが楽しんで食
事をする時間となればと思いま
す。嗜好には個人差があります。
メンバーさん各々が感じた “こ
れ好き”、“美味しい”が私のお
すすめです。

－ 4 － － 5 －



法人からのお知らせ
１　第 98 回理事会の開催について

６月７日（水）に第 98 回理事会が開催され、次の議案について審議の上、それぞれ提案どおり承認されました。

⑴　承認議案第１号　社会福祉法人長野りんどう会令和４年度事業報告について

令和４年度も、コロナ対策で気が抜けない１年となった。年末にはフレッシュとくまの職員間でコロナ感染が広

がり、生活介護事業を３日間クローズした。幸いなことに、宿泊型訓練施設利用者には感染拡大しなかった。また、

グループホームでも３人の利用者の感染はあったが、素早くホテル療養へ移行できたためグループホーム内での感

染は食い止められた。

今年度開始した「就労継続支援 B（Ⅲ）型事業　ゆったりんどう」は、利用者に合った働き方とゆったり働ける

場所を提供し、作業は地域企業や商店と連携を密にした内容になっている。また、送迎をすることもあり、徐々に

利用者も増え、年度末には登録者２３人となり、今後も利用者増が推測される。ここ数年利用者減少が続いている

事業については、障がい者を地域で支えることに取り組んでいる事業所として「ライフサポートりんどう」がある

ことを地域に周知していく方法を検討していきたい。また、公用車をリースに切り替えたことで、車検や定期点検

がスムーズに受けられ、整備が整った公用車の使用や義務化された運転前のアルコールチェックを実施して、より

一層安心、安全な環境の中で利用者の送迎や外出支援ができた。今後もより安全運転を心がけたい。

職員については、４月に国家資格のある職員１人の採用と３人の職員が法人の金銭補助を受け国家資格取得がで

きた。これからも定期的な職員採用や職員各々が資質向上を目指し、研修等への参加も推奨していく。年度途中に

２人の職員が産休、育休を明け復帰した。また、年度末に宿直、日直の職員２人が８０才の非常勤職員定年で退職

された。このように誰もが働き続けられる職場となりつつある。

第３次３ヶ年計画の２年目を終え、計画の１つであったグループホームの建設は、建築資材高騰や不足も心配さ

れたが予定通り完了し、３月中旬に引き渡しとなった。旧こまざわハウスの老朽化と一部消防基準を満たしていな

いために、建て替えを検討し、完成したところですが、２月の小火で被害が最小限だったとは言え、原因が壁の中

の電気配線のショートであることを考えると、新こまざわハウスの完成は最善のタイミングとなった。また、建て

替えにあたり、ご寄付をお願いしたところ、法人関係者、関係機関、ご家族、後援会等の方々から沢山のご寄付を

頂いた。お陰様で新こまざわハウスの家電等の設備に充てることができ、利用者に快適で安全な住空間を提供する

ことができた。

⑵　承認議案第２号　社会福祉法人長野りんどう会令和４年度決算について

支払資金の増減を表わす資金収支計算書では、当期資金収支差額がプラスの 12,180,382 円で、当期末での支払資

金残高は 197,410,071 円となった。

また、事業活動の成果を表わす事業活動計算書では、当期活動増減差額がプラスの 5,648,133 円で、次期に繰り

越せる活動増減差額は 219,527,112 円となった。

（資金収支計算書、事業活動計算書、貸借対照表及び財産目録は、後頁に掲載。）

⑶　承認議案第３号　定款の一部変更について

新こまざわハウス (GH) が完成し建物保存登記が完了したため、定款第 30 条の（資産の区分）基本財産の建物に

追加し、また、定款第７条の（評議員の資格）の一部文言を修正するもの

⑷　承認議案第４号　管理運営規程の一部改訂について

「ゆったりんどう」は、指定自立訓練（生活訓練）事業と指定就労継続支援Ｂ（Ⅲ）型事業を行う多機能型事業所

として開始したが、Ｂ（Ⅲ）型事業の利用者は、増えているが、生活訓練事業は、減っているため、多機能型定員（20

人）の中で、それぞれの定員を変更するもの
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⑸　承認議案第５号　第 13 期役員の選任について

第 12 期役員の任期が満了するため、次期役員を定時評議員会で選任いただくもの 

⑹　承認議案第６号　評議員候補者の推薦について

藤澤秀樹評議員の退任に伴い、残任期間 ( 令和７年度定時評議員会の終結の時まで ) を務める評議員について、

評議員選任・解任委員会で、選任いただくため、評議員候補者を推薦するもの

⑺　承認議案第７号　評議員選任・解任委員会の招集について

評議員を選任するため評議員選任・解任委員会を招集するもの

⑻　承認議案第８号　評議員選任・解任委員の選任について

戸井田易委員の退任に伴い、残任期間 ( 令和７年度定時評議員会の終結の時まで ) を務める後任の外部委員を理

事会で選任いただくため、候補者を推薦するもの

⑼　承認議案第９号　第三者委員の選任について

戸井田易委員の退任に伴い、後任の第三者委員を選任し委嘱するため提出するもの

⑽　承認議案第 10 号　令和５年度定時評議員会の招集について

６月 26 日（月）に開催するもの

２　令和５年度定時評議員会の開催について
６月 26 日（月）に定時評議員会が開催され、次の議案について審議の上、それぞれ提案どおり承認されました。

⑴　承認議案第１号　社会福祉法人長野りんどう会令和４年度決算について

令和４年度決算書類 ( 資金収支計算書、事業活動計算書、貸借対照表、財産目録 ) を提案。

⑵　承認議案第２号　定款の一部変更について

第 98 回理事会で承認を得た定款の一部変更内容を提案。

⑶　承認議案第３号　第 13 期役員の選任について

次の役員が選任されました。( 理事７名、監事２名 )

理事　小平恵子、小林千佳子、轟　純一、藤澤敏明、松橋良三、宮尾美代子、和田恭良

監事　塩澤一郎、丹後恵二

( 任期 :　令和５年度定時評議員会の終結の時から令和７年度定時評議員会の終結の時まで )

⑷　報告議案第１号　令和４年度事業報告について

令和４年度に実施した各事業の取組等について報告。

⑸　報告議案第２号　評議員の選任について

藤澤秀樹氏退任により、八木和久氏が評議員に選任された旨報告。

⑹　報告議案第３号　評議員選任・解任委員の選任について

戸井田易氏退任により、金子伸雄氏が評議員選任・解任委員に選任された旨報告。

⑺　報告議案第４号　第三者委員の選任について

戸井田易氏退任により、富田洋子氏が第三者委員に選任された旨報告。

３　第 99 回理事会の開催について
６月 26 日（月）に第 99 回理事会が開催され、次の議案について承認されました。

⑴　承認議案第１号　社会福祉法人長野りんどう会　理事長の選定について

松橋良三理事が理事長に選定されました。

⑵　承認議案第２号　社会福祉法人長野りんどう会　副理事長及び常務理事の選定について

藤澤敏明理事が副理事長に、小林千佳子理事が常務理事に選定されました。
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計

(9
)

37
,0

32
,6

01
3,

03
6,

09
8

33
,9

96
,5

03
　

　
特

別
増

減
差

額
(1

0)
=(

8)
-(9

)
△

10
,3

23
,8

09
△

2,
57

1,
22

3
△

7,
75

2,
58

6
　

　
当

期
活

動
増

減
差

額
(1

1)
=(

7)
+(

10
)

5,
64

8,
13

3
22

,3
76

,3
36

△
16

,7
28

,2
03

繰 越 活 動 増 減 差 額 の 部

前
期

繰
越

活
動

増
減

差
額

(1
2)

17
2,

61
4,

97
9

19
5,

37
2,

64
3

△
22

,7
57

,6
64

当
期

末
繰

越
活

動
増

減
差

額
(1

3)
=(

11
)+

(1
2)

17
8,

26
3,

11
2

21
7,

74
8,

97
9

△
39

,4
85

,8
67

基
本

金
取

崩
額

(1
4)

0
0

0
そ

の
他

の
積

立
金

取
崩

額
(1

5)
46

,1
30

,5
77

0
46

,1
30

,5
77

そ
の

他
の

積
立

金
積

立
額

(1
6)

4,
86

6,
57

7
45

,1
34

,0
00

△
40

,2
67

,4
23

次
期

繰
越

活
動

増
減

差
額

(1
7)

=(
13

)+
(1

4)
+(

15
)-(

16
)

21
9,

52
7,

11
2

17
2,

61
4,

97
9

46
,9

12
,1

33

勘
　

定
　

科
　

目
予

算
(A

)
決

算
(B

)
差

異
(A

)-(
B)

事 業 活 動 に よ る 収 支

収 入

就
労

支
援

事
業

収
入

15
,1

42
,0

00
11

,1
84

,0
33

3,
95

7,
96

7
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

事
業

収
入

21
1,

38
2,

00
0

19
4,

53
5,

96
2

16
,8

46
,0

38
経

常
経

費
寄

附
金

収
入

60
0,

00
0

11
,3

27
,0

00
△

10
,7

27
,0

00
受

取
利

息
配

当
金

収
入

3,
00

0
4,

46
1

△
1,

46
1

そ
の

他
の

収
入

30
4,

00
0

56
6,

02
0

△
26

2,
02

0
　

　
事

業
活

動
収

入
計

(1
)

22
7,

43
1,

00
0

21
7,

61
7,

47
6

9,
81

3,
52

4

支 出

人
件

費
支

出
14

9,
59

1,
00

0
13

9,
48

4,
16

7
10

,1
06

,8
33

事
業

費
支

出
26

,0
92

,0
00

21
,1

87
,5

11
4,

90
4,

48
9

事
務

費
支

出
24

,9
96

,0
00

16
,8

03
,5

91
8,

19
2,

40
9

就
労

支
援

事
業

支
出

15
,1

92
,0

00
16

,0
51

,3
53

△
85

9,
35

3
支

払
利

息
支

出
38

,0
00

33
,8

44
4,

15
6

そ
の

他
の

支
出

81
0,

00
0

15
,4

79
79

4,
52

1
　

　
事

業
活

動
支

出
計

(2
)

21
6,

71
9,

00
0

19
3,

57
5,

94
5

23
,1

43
,0

55
　

　
事

業
活

動
資

金
収

支
差

額
(3

)=
(1

)-(
2)

10
,7

12
,0

00
24

,0
41

,5
31

△
13

,3
29

,5
31

施 設 整 備 等 に よ る 収 支

収 入

施
設

整
備

等
補

助
金

収
入

26
,1

00
,0

00
26

,1
00

,0
00

0
施

設
整

備
等

寄
附

金
収

入
10

0,
00

0
36

6,
00

0
△

26
6,

00
0

固
定

資
産

売
却

収
入

0
95

,0
00

△
95

,0
00

　
　

施
設

整
備

等
収

入
計

(4
)

26
,2

00
,0

00
26

,5
61

,0
00

△
36

1,
00

0

支 出

設
備

資
金

借
入

金
元

金
償

還
支

出
1,

51
2,

00
0

1,
51

2,
00

0
0

固
定

資
産

取
得

支
出

86
,2

50
,0

00
75

,4
64

,7
65

10
,7

85
,2

35
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
・

リ
ー

ス
債

務
の

返
済

支
出

1,
23

8,
00

0
1,

23
6,

84
0

1,
16

0

　
　

施
設

整
備

等
支

出
計

(5
)

89
,0

00
,0

00
78

,2
13

,6
05

10
,7

86
,3

95
　

　
施

設
整

備
等

資
金

収
支

差
額

(6
)=

(4
)-(

5)
△

62
,8

00
,0

00
△

51
,6

52
,6

05
△

11
,1

47
,3

95

そ の 他 の 活 動 に よ る 収 支

収 入

積
立

資
産

取
崩

収
入

47
,4

30
,0

00
46

,1
30

,5
77

1,
29

9,
42

3
そ

の
他

の
活

動
に

よ
る

収
入

0
24

2,
79

2
△

24
2,

79
2

　
　

そ
の

他
の

活
動

収
入

計
(7

)
47

,4
30

,0
00

46
,3

73
,3

69
1,

05
6,

63
1

支 出

積
立

資
産

支
出

7,
24

7,
00

0
6,

58
1,

91
3

66
5,

08
7

　
　

そ
の

他
の

活
動

支
出

計
(8

)
7,

24
7,

00
0

6,
58

1,
91

3
66

5,
08

7
　

　
そ

の
他

の
活

動
資

金
収

支
差

額
(9

)=
(7

)-(
8)

40
,1

83
,0

00
39

,7
91

,4
56

39
1,

54
4

　
　

予
備

費
支

出
(1

0)
4,

09
5,

00
0

　
　

 ―
4,

09
5,

00
0

0
　

　
当

期
資

金
収

支
差

額
合

計
(11

)=
(3

)+
(6

)+
(9

)-(
10

)
△

16
,0

00
,0

00
12

,1
80

,3
82

△
28

,1
80

,3
82

　
　

前
期

末
支

払
資

金
残

高
(1

2)
18

5,
22

9,
68

9
18

5,
22

9,
68

9
0

　
　

当
期

末
支

払
資

金
残

高
(1

1)
+(

12
)

16
9,

22
9,

68
9

19
7,

41
0,

07
1

△
28

,1
80

,3
82
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財
　

  産
　

  目
　

  録
令

和
 5

年
 3

月
31

日
 現

在

(単
位

：
円

)
別

紙
４

貸
借
対
照
表

令
和

 5
年

 3
月

31
日

現
在

第
三

号
第

一
様

式
（

第
二

十
七

条
第

四
項

関
係

）　
(単

位
：

円
)

資
   

 産
   

 の
   

 部
当

年
度

末
前

年
度

末
増

   
 減

流
動

資
産

20
6,

18
8,

64
9

19
0,

53
1,

04
2

15
,6

57
,6

07
  現

金
預

金
17

3,
76

5,
13

0
16

0,
60

2,
54

4
13

,1
62

,5
86

  事
業

未
収

金
31

,5
86

,2
22

28
,7

65
,2

87
2,

82
0,

93
5

  原
材

料
45

,7
22

61
,6

81
△

15
,9

59
  前

払
金

79
1,

57
5

97
7,

86
0

△
18

6,
28

5
  仮

払
金

12
3,

67
0

△
12

3,
67

0
固

定
資

産
43

6,
19

0,
73

8
41

3,
78

0,
12

1
22

,4
10

,6
17

 基
本

財
産

39
9,

27
2,

10
8

33
5,

75
2,

20
9

63
,5

19
,8

99
  土

地
(基

本
)

10
7,

39
2,

80
0

10
7,

39
2,

80
0

  建
物

(基
本

)
29

0,
87

9,
30

8
22

7,
35

9,
40

9
63

,5
19

,8
99

  定
期

預
金

(基
本

)
1,

00
0,

00
0

1,
00

0,
00

0
 そ

の
他

の
固

定
資

産
36

,9
18

,6
30

78
,0

27
,9

12
△

41
,1

09
,2

82
  建

物
20

6,
42

7
23

1,
23

3
△

24
,8

06
  建

物
附

属
設

備
64

2,
93

7
87

3,
78

7
△

23
0,

85
0

  構
築

物
61

5,
64

7
76

5,
57

3
△

14
9,

92
6

  車
輌

運
搬

具
3

3
  器

具
及

び
備

品
7,

11
3,

51
3

6,
68

8,
56

5
42

4,
94

8
  有

形
リ

ー
ス

資
産

2,
09

7,
15

0
2,

71
0,

95
0

△
61

3,
80

0
  権

利
13

0,
00

0
13

0,
00

0
  ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
61

7,
28

3
86

5,
42

7
△

24
8,

14
4

  無
形

リ
ー

ス
資

産
1,

24
6,

08
0

1,
86

9,
12

0
△

62
3,

04
0

  リ
サ

イ
ク

ル
預

託
金

30
,6

30
30

,6
30

  そ
の

他
固

定
資

産
（

無
形

）
68

0,
00

0
77

5,
00

0
△

95
,0

00
  退

職
給

付
引

当
資

産
18

,5
38

,9
60

16
,8

23
,6

24
1,

71
5,

33
6

  施
設

整
備

積
立

資
産

5,
00

0,
00

0
46

,2
64

,0
00

△
41

,2
64

,0
00

資
産

の
部

合
計

64
2,

37
9,

38
7

60
4,

31
1,

16
3

38
,0

68
,2

24
負

   
 債

   
 の

   
 部

当
年

度
末

前
年

度
末

増
   

 減
流

動
負

債
11

,4
81

,6
96

7,
98

8,
51

2
3,

49
3,

18
4

  事
業

未
払

金
5,

12
5,

98
0

3,
88

6,
27

3
1,

23
9,

70
7

  そ
の

他
の

未
払

金
2,

14
5,

36
5

2,
14

5,
36

5
  1

年
以

内
返

済
予

定
設

備
資

金
借

入
金

1,
51

2,
00

0
1,

51
2,

00
0

  1
年

以
内

返
済

予
定

リ
ー

ス
債

務
1,

23
6,

84
0

1,
23

6,
84

0
  預

り
金

18
,4

69
81

,4
99

△
63

,0
30

  職
員

預
り

金
1,

44
3,

04
2

1,
24

4,
50

0
19

8,
54

2
  前

受
金

12
,0

00
△

12
,0

00
  仮

受
金

15
,4

00
△

15
,4

00
固

定
負

債
30

,7
99

,4
30

31
,8

32
,9

34
△

1,
03

3,
50

4
  設

備
資

金
借

入
金

10
,2

06
,0

00
11

,7
18

,0
00

△
1,

51
2,

00
0

  リ
ー

ス
債

務
2,

05
4,

47
0

3,
29

1,
31

0
△

1,
23

6,
84

0
  退

職
給

付
引

当
金

18
,5

38
,9

60
16

,8
23

,6
24

1,
71

5,
33

6
負

債
の

部
合

計
42

,2
81

,1
26

39
,8

21
,4

46
2,

45
9,

68
0

純
  資

  産
  の

  部
基

本
金

17
1,

47
0,

88
5

16
0,

70
3,

88
5

10
,7

67
,0

00
  第

１
号

基
本

金
81

,8
40

,8
85

81
,8

40
,8

85
  第

３
号

基
本

金
89

,6
30

,0
00

78
,8

63
,0

00
10

,7
67

,0
00

国
庫

補
助

金
等

特
別

積
立

金
20

4,
10

0,
26

4
18

4,
90

6,
85

3
19

,1
93

,4
11

そ
の

他
の

積
立

金
5,

00
0,

00
0

46
,2

64
,0

00
△

41
,2

64
,0

00
  設

備
等

整
備

積
立

金
5,

00
0,

00
0

46
,2

64
,0

00
△

41
,2

64
,0

00
次

期
繰

越
活

動
増

減
差

額
21

9,
52

7,
11

2
17

2,
61

4,
97

9
46

,9
12

,1
33

  次
期

繰
越

活
動

増
減

差
額

21
9,

52
7,

11
2

17
2,

61
4,

97
9

46
,9

12
,1

33
  （

う
ち

当
期

活
動

増
減

差
額

）
5,

64
8,

13
3

22
,3

76
,3

36
△

16
,7

28
,2

03
純

資
産

の
部

合
計

60
0,

09
8,

26
1

56
4,

48
9,

71
7

35
,6

08
,5

44
負

債
及

び
純

資
産

の
部

合
計

64
2,

37
9,

38
7

60
4,

31
1,

16
3

38
,0

68
,2

24

貸借
対照

表科
目

場所
・物

量等
取得

年度
使用

目的
等

取得
価額

減価
償却

累計
額

貸借
対照

表価
額

Ⅰ 
資産

の部
 1　

流動
資産

　　
　現

金預
金

　　
　　

現金
現金

手許
有高

―
運転

資金
とし

て
―

―
22

5,4
39

　　
　　

普通
預金

八十
二銀

行長
野北

支店
 他

―
〃

―
―

17
3,5

39
,69

1
小計

17
3,7

65
,13

0
　　

　事
業未

収金
―

自立
支援

給付
費2

,3月
 他

―
―

31
,58

6,2
22

　　
　原

材料
―

喫茶
　棚

卸
―

―
45

,72
2

　　
　前

払金
―

GH
(サ

テラ
イト

含)
家賃

 他
―

―
79

1,5
75

流動
資産

合計
20

6,1
88

,64
9

 2　
固定

資産
　(

1) 
基本

財産
　　

　土
地

長野
市大

字徳
間3

22
2番

地
―

第二
種社

会福
祉事

業で
ある

、フ
レッ

シュ
とく

ま施
設に

使用
―

―
29

,20
0,0

00
長野

市大
字上

駒沢
40

1番
地1

―
第二

種社
会福

祉事
業で

ある
、こ

まざ
わハ

ウス
施設

に使
用

―
―

10
,69

6,0
00

長野
市大

字上
駒沢

42
9番

地1
―

第二
種社

会福
祉事

業で
ある

、ワ
ーク

ス上
駒施

設、
スロ

ース
テッ

プ施
設に

使用
―

―
67

,00
0,0

00
長野

市大
字上

駒沢
40

1番
地1

6
―

第二
種社

会福
祉事

業で
ある

、ワ
ーク

ス上
駒施

設に
使用

―
―

15
,00

0
長野

市大
字上

駒沢
40

2番
地7

―
第二

種社
会福

祉事
業で

ある
、ワ

ーク
ス上

駒施
設に

使用
―

―
6,3

00
長野

市大
字上

駒沢
40

1番
地1

5
―

第二
種社

会福
祉事

業で
ある

、ワ
ーク

ス上
駒施

設に
使用

―
―

47
5,5

00
小計

10
7,3

92
,80

0
　　

　建
物

長野
市大

字徳
間3

22
2番

地
H1

1年
度

第二
種社

会福
祉事

業で
ある

、フ
レッ

シュ
とく

ま施
設に

使用
22

7,1
55

,93
8

10
2,1

71
,97

3
12

4,9
83

,96
5

長野
市大

字上
駒沢

40
1番

地1
H2

2年
度

第二
種社

会福
祉事

業で
ある

、こ
まざ

わハ
ウス

施設
に使

用
6,8

58
,51

2
4,2

86
,57

5
2,5

71
,93

7
長野

市大
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１　今年の情勢

今年度も新型コロナウイルスの感染状況に注視しながらの事業運営は変わらず、家族会の重点活動と位

置付けていた家族の日も年間通して開催はできなかった。だが、そんな中ではあったが、法人と共催で体

験者発表会を２回開催。各回ともに会員・当事者あわせて20人程度の参加があり、またその反響も大きく、

“アフターコロナ”を見据えた家族会の活動にも弾みのつくものとなった。

２　事業の主なもの

１）会　　　議　　・総会１回　　　・幹部会　なし　　　・監査会１回

　　　　　　　　　　※ 定期総会は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から中止（書面同意を

もって決議）

　　　　　　　　　　※幹部会は上記理由により開催なし

２）親睦交流会　　新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から中止

３）研　修　会　　『家族の日』（毎月最終金曜日）の開催は新型コロナウイルス感染レベルに考慮し中止

　　　　　　　　　体験発表会第１弾『お母さん死んじゃった　一人になったらどうしよう』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月 12日（法人との共催）

　　　　　　　　　体験発表会第２弾『一人暮らしはじめました

～不安だったけど、助けてくれるからなんとかなるよ～』　

３月 10日（法人との共催）

４）啓 発 活 動　　・機関紙「とくまの風」不定期発行　No.222 ～ No.226

　　　　　　　　　　※Ｒ３年度から毎月発行から不定期発行に変更

　　　　　　　　　 ・月刊誌「みんなねっと」「こころの元気＋」団体購読推進

５）そ　の　他　　 ・古紙回収事業　　8,020㎏（昨年は 6,870㎏）

　　　　　　　　　・令和４年度会員数　72名（幹部会員 4名　　代議員 14名）

　　　　　　　　　・「後援会」への参加協力

　　　　　　　　　・社会福祉法人長野りんどう会への運営協力（評議員参加）

　　　　　　　　　・ 施設行事等への参加（ふれあいまつり、年忘れ会等）は法人行事がすべて中止と

なったため参加実績なし

３　会計報告

・収入 299,757 円 ・支出 205,061 円 ・収支残額

　内訳　繰 越 金 77,937 円 　内訳　会議費 6,590 円 　94,696 円

　　　　会　　費 78,000 円 　　　　負担金 42,000 円 　　（次年度へ）

　　　　事業収入 143,820 円 　　　　通信費 47,704 円

　　　　雑 収 入 0 円 　　　　旅　費 260 円

  　　　　報償費 9,000 円

  　　　　事業費 97,282 円

  　　　　雑　費 2,225 円

  　　　　寄附金 0 円

令和
４年度 ライフサポートりんどう家族会の状況

－ 8 － － 9 －



松橋理事長のメッセージの中にあった「フレイル」とは、歳を重ねて心や体などが弱っている

状態を表すような言葉です。歳を重ねても、心身ともに健康的に社会と関わりを持ちながら長

生きをしようという取り組みがフレイル予防といえるかもしれません。年齢は関係なく、また障

害があってもなくても、皆が社会に参加しながら心身ともに元気に生活をしていきたいですね。

（高野）

編 集 後 記

R5.4.8 ～ R5.9.20（順不同・敬称略）

峯岸久喜　石坂隆重　鈴木信夫　松橋良三　平林道子　安念泰子　岩倉和夫　高橋武久　

伝田ゆり子　野口英俊　藤沢惇子　清水重徳　野崎弘子　北原朋子　長谷部みどり　

間島悦子　市川道子　平野国政　中村良三　小林辰男　畑野明子　宮﨑音和　太田雄子　

清住惇子　林孝子　百瀬静江　小林淑朗　金子幸孝　松浦節子　山﨑茂樹　竹内伴夫　

辰野美代子　望月正子　月岡万佐廣　塚田稲子　栗原良子　小宮山紀道　春日桂子　

山浦俊枝　吉岡達男　藤澤敏明　三浦園子　古清水光男　小林一秀　

株式会社宮本忠長建築設計事務所　医療法人聖峰会（佐藤病院）　長野タイヨー印刷株式会社

◆ご寄附、誠にありがとうございました。
個人・法人で総額　370,000円（80件）

令和 5年 6月 26日付で社会福祉法人長野りんどう会の理事長が宮尾美代子から松橋良三に交

代しました。

新しく理事長に就任した松橋さんってどんな人？　今号で少しお話を聞いてみましょう！　松

橋さん、よろしくお願いします。

◆好きな食べ物はなんですか？

肉

◆趣味はなんですか？

スポーツ観戦でした。これからは、旅行もしたい。「大人の休日倶楽部」キップの活用。

◆自分はどんな性格だと思いますか？

皆から見れば、理屈っぽく、面倒と見られているのかな

◆みなさんへのメッセージをお願いします

今、フレイル予防ということで、ジョギングを続けています。特別速くなろうということは

ありませんが、それでも少しでも速くなりたいという気持ちを持って、走っています。皆様も、

「アレ」を決め、「アレ」に向かって取り組んでいきましょう。

松橋理事長に聞いてみた！

－ 10 －


